訴　　  状
○年○月○日
　福岡地方裁判所　御中
　　
　　　　　　　　　　　原告訴訟代理人　　弁護士　　福　岡　一　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　　住所　〒○○−○○　　○○○○○○
　　            　　　　　原告　　博　多　花　子
　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和５５年５月５日生
　　　　　　　〒○○−○○　　○○○○○○
　　　○○○○法律事務所（送達場所）
　　　　　　　　　    　　　原告訴訟代理人　弁護士　福　岡　　一　郎　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　０９２－４０９－１０６８
　　　　　　　　　　　　　            ＦＡＸ　０９２－４０９－１０６９
　　　　
住所　〒○○−○○　　○○○○○○
　　　　　　　　　　　　被告　菊　子 
　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和５５年４月４日生
損害賠償請求事件

訴訟物の価格　○万円

第１　請求の趣旨
　１　被告は、原告に対し、金○○万円及びこれに対する訴状送達の日の翌日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

２ 訴訟費用は被告の負担とする。

との判決及び仮執行宣言を求める。
第２　請求の原因
１
 当事者等


 
 原告と博多太郎（以下「訴外太郎」という。）は、○年○月○日に婚姻した。

原告と訴外太郎との間には、長女松子（○年○月○日生）、長男竹男（○年○月○日生）及び二男梅男（○年○月○日生）（以下「未成年者ら」という。）がいる。
被告は、訴外太郎が勤める会社の同僚の女性である。

２
 不法行為
（１）原告と訴外太郎との婚姻生活は、○年○月ころまでは何の問題もなく経過した。
しかし、同月ころから、訴外太郎の帰宅時間が遅くなり、休日にも毎日のように出勤するようになった。
   （２）不審に思った原告が訴外太郎の携帯電話を確認したところ、訴外太郎と被告とが頻繁にLINEのやり取りをしていることが発覚した。しかも、LINEのやり取りや性交渉に関する卑猥な内容のものであった。
   （３）そこで、原告が訴外太郎に被告との関係と問い詰めたところ、○年○月ころから被告と継続的に不倫関係にあることを認めた（甲１）。
（４）被告は、訴外太郎の会社の同僚であり、訴外太郎が原告と婚姻関係にあることを知りながら、不倫関係を継続したものである。
（５）そのため、○年○月○日、原告が未成年者らを連れて自宅を出るという形で別居し、原告と訴外太郎との婚姻関係は破綻するに至った。
　　
３
 慰謝料請求

（１）慰謝料 ○○万円

前記において、主張したとおり、夫婦関係が破綻したのは、訴外太郎及び被告の不貞行為が原因である。

かかる原告の精神的苦痛を金銭に換算すると金○万円を下らない。

（２）弁護士費用 ○万円

原告は、被告らに対する訴訟提起及び追行を原告訴訟代理人に委任し、その費用及び報酬は、上記慰謝料の１０％を下らない。
４
 結語


  よって、原告は、被告に対し、不法行為に基づく損害賠償請求として金○円及びこれに対する不法行為の後である訴状送達の日の翌日から民法所定の年５分の割合による遅延損害金の支払いを求める。
以　上

証　拠　方　法
１　甲第１号証　陳述書
附　属　書　類
１　訴状副本　　　　　　　　　１通
２　甲号証の写し　　　　　　各１通
３　訴訟委任状　　　　　　　　１通

この書式はサンプルです。適切な内容は個別具体的な事案により異なるため、あくまで参考程度にとどめ、専門家のサポートを受けるようにされてください。
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